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会期：平成25年6月8日（土）～6月16日（日）　
会場：北海道立近代美術館　特別展示室
主催：北海道立近代美術館　北海道新聞社
企画協力：札幌大谷大学、キュレイターズ
協　力：札幌大谷大学附属幼稚園、札幌円山幼稚園、さゆり幼稚園、さより保育園、
北海大谷学園札幌大谷オアシス保育園、北海大谷学園札幌大谷第二幼稚園
　
シャガール展開催を記念して、丸い天井画を描く楽しいイベントを行った。
会期前、札幌の幼稚園・保育園計6園の園児と札幌大谷大学の学生が、世代を超えて共同制作するワークショップを行った。「シャガール展」に出品されるオペラ座の天井画のイメージを参考にしながら、大きな布帛を用いてシャガールの絵の世界を描き出した。事前に同大芸術学部美術学科の学生が中心となって1.2×6mほどの不織布にシャガール・カラ―（赤・青・黄・緑など）を彩色し、それを各幼稚園・保育園に持参して、年少～年中の園児が「ボクのワタシのすきなもの（動物、植物、食べ物、乗り物など）」をクレヨンなどで描いた。
会場には、ワークショップの成果（不織布10枚）を展示室の天井から床面にかけてドーム状に展示した。壁面には制作風景を記録した写真、参加園の紹介なども併せて行った。また、当館所蔵のシャガールの油彩「パリの空に花」や版画「ダフニスとクロエ」を展示するほか、シャガールを撮影した写真家イジスの写真の紹介などによって、シャガール展への期待を高めた。
会期中は、一般観覧者が展示室内で参加できるワークショップ（彩色した布帛に絵を描く）を随時行った。このとき制作された絵と、会期中にドーム型に展示していた絵はすべて、「シャガール展」会期中（6月29日～8月25日）、2階ロビーのガラス窓や通路に展示した。
本展は企画から展示作業、展示室におけるワークショップでの観覧者への対応まで、札幌大谷大学の多大な協力を得た。

●展示構成
イジスの写真
近美のシャガール
天井画制作ワークショップ「まあるくシャガール」
展示室内ワークショップ「あなたもシャガール」

●配布物
チラシ／A４判（手作り）
出品リスト／A４判（手作り）

●主な新聞・雑誌記事等
新聞：『北海道新聞』5月10日（夕刊）「道立近代美術館　来月8日からイベント　札幌大谷大生
園児と天井画制作」、6月9日（朝刊）「天井画　シャガール気分　札幌近代美術館でイベント」

『朝日新聞』6月12日（朝刊）「未来のシャガール」　
『毎日新聞』6月15日（北海道版連載コラム）／齊藤千鶴子「水滴40〈アートの魅力を共有〉」『北海道通信』6月19日「直径７mの天井画制作「シャガール展」プレ・イベント　先行公開も－近代美術館」
雑誌：『おおたにの美術』9月12日（創刊準備号）／齊藤千鶴子「北海道立近代美術館でシャガール展　　　
プレ・イベント「まあるくシャガール」」
TV・ラジオ：AIR-G′『brilliant days』6月17日10:15～
